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【背 景】 
 有限会社旭電機製作所ではコイルなどの電気機器の製造やプリント基板への部品の実装など 

を行っております。作業者が目視によりプリント基板に実装した抵抗やはんだの検査を行ってい 

ましたが、検査対象が小さいため見逃しのリスクがあり、作業者の負担が大きいという課題があ 

りました。そこでセンターと協力し、省力化の検討を行いました。 

 

 

【開発の経緯・支援内容】 
課題解決に向けては年配の方でも見やすいよう 

に検査カ所をカメラで撮影しモニタに大きく表示 

する装置の導入を検討しました。 

３万円程度と安価でハレーションが起きにくい 

撮影装置を選定し、㈲旭電機製作所にて検査の作 

業性を検証していただきました。 

その後、検査装置の実導入に向けてさらに検査 

精度を向上させるため、間接光を用いるなど照明 

条件の検討を行いました。 

 

 

 

 

【開発した検査装置の紹介】 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討結果をもとに、㈲旭電機製作所が移動ステージと組み合わせた検査装置を作製しました。 

検査対象が格段に見やすくなり、抵抗のカラーコードやはんだの確認が容易になったことで、検 

査に係る作業者の負担や見落としの軽減につながりました。 
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図１ 作業性検証の様子 

図２ 開発した検査装置 


